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一般検査部門

Ⅰ.はじめに
 本精度管理調査は、一般検査を実施する施設に対して、
尿定性検査、便潜血検査および形態検査を実施し、県下
各施設の検査精度を確認することを目的とした。

Ⅱ.対象項目
 本年度は、尿定性検査（蛋白、糖、潜血の３項目）、便
潜血検査（免疫学的便ヘモグロビン検査）の試料測定を実
施した。また、形態検査は一般検査に関わるフォトサー
ベイを実施した。

Ⅲ.試料（設問）について
１.尿定性検査
 精度管理調査用に作製された2種類（試料41、試料42）
の凍結乾燥試料を使用した。各項目（蛋白、糖、潜血）の
目標値を示す（表１）。

 試料の調整については、手順書の記載通りとした。

２.便潜血検査（免疫学的便ヘモグロビン検査）
 精度管理調査用に作製された2種類（試料43、試料44）
の擬似便を使用した。各試料の目標値（μg/g便）を示す
（表2）。

 試料の調整は、昨年と同様の方法で行ったが、本年度
は採取容器への採取量について、手順書内に写真を挿入
し、視覚的に採取便量を判断し易くすることを試みた。
 試料は、１）各試料を室温に１時間程度静置した後、
採便容器に採取した。2）採便容器への採取方法は、以
下の方法で厳密に行い、日常検査と同じ方法で測定した。
（1）先端部分に付着した擬似便をティッシュなどで拭き
取り、余剰な試料を取り除く。（2）採便容器に試料を採

取後、直ちに20回以上転倒混和。（3）採便容器内の試料
の溶解を確実にするため、採便後の採便容器を60分間静
置。（4）採便容器を静置後、採便容器の溝に試料が残っ
ていないことを確認し、測定直前に20回以上転倒混和し
測定。

３.フォトサーベイ
 フォトサーベイは、10題（尿沈渣、脳脊髄液、寄生虫
に関する写真、合計12枚）を出題した。
 また、昨年同様、設問に対して不参加の場合はその欄
を未記入とするよう依頼した。

Ⅳ.参加施設数について
 尿定性検査の参加施設は116施設、便潜血検査の参加
施設は101施設、フォトサーベイの参加施設は108施設で
あった。

Ⅴ.評価基準
１.尿定性検査
 試料41の目標値は蛋白１＋、糖１＋、潜血１＋とした。
また、試料42の目標値は、蛋白2＋、糖３＋、潜血３＋
とした。尿定性値は、目標値をA評価（正解）、目標値か
ら上下１段階までをB評価（許容正解）、2段階以上外れ
たものをD評価（不正解）とした。半定量値は、今後調査
を実施する際の参考資料とした。

　２.便潜血検査（免疫学的便ヘモグロビン検査）
 試料43、44ともに（＋）を正解とした。便定性値は、目
標値をA評価（正解）、目標値から外れたものをD評価
（不正解）とした。定量値は、今後調査を実施する際の参
考資料とした。

３.フォトサーベイ
 正解をA評価、不正解をC評価とした。

Ⅵ.調査結果
１.尿定性検査
１）尿定性検査
 参加116施設のうち未記入の１施設を除いた尿定性の
判定方法は、目視判定の施設が13施設（11.3％）、機器判
定の施設が102施設（88.7％）であった。参加施設のメー
カー別に目視判定施設と機器判定施設の割合を示す（表
３）。また、各試料の蛋白、糖、潜血の定性結果と施設

精度管理事業部員：岩﨑 卓識
（名古屋大学医学部附属病院：TEL：052-741-2111（内線：2593））

表１：尿定性検体の目標値 

 試料41 試料42 

蛋白 （1＋） （2＋） 

糖 （1＋） （3＋） 

潜血 （1＋） （3＋） 

 

表２：擬似便の目標値 

試料43 試料44 

（＋） （＋） 

（100.0μg/g 便） （50.0μg/g 便） 

 

表３：メーカー別の判定割合 

メーカー 施設数 目視施設 機器施設

栄研化学 55 4 

（近似選択法：4） 

51 

  （7.3％） （92.7％）

アークレイ 

ファクトリー 

17 0 17 

  （0.0％） （100.0％）

シーメンス 27 4 

（近似選択法：3） 

（切り捨て法：1） 

23 

  （14.8％） （85.2％）

シスメックス 2 0 2 

  （0.0％） （100.0％）

協和 

メデックス 

3 2 

（近似選択法：2） 

1 

  （66.7％） （33.3％）

三和化学 

研究所 

7 2 

（近似選択法：2） 

5 

  （28.6％） （71.4％）

和光純薬 4 1 

（近似選択法：1） 

3 

  （25.0％） （75.0％）

 

合計 115 
13 施設 

（11.3％） 

102 施設

（88.7％）

※未記入（１施設）は集計より除外した 
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表2：擬似便の目標値
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数、回答率（％）、評価を示す（表４）。

表１：尿定性検体の目標値 

 試料41 試料42 
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糖 （1＋） （3＋） 

潜血 （1＋） （3＋） 

 

表２：擬似便の目標値 

試料43 試料44 

（＋） （＋） 

（100.0μg/g 便） （50.0μg/g 便） 

 

表３：メーカー別の判定割合 
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メデックス 
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（近似選択法：2） 

1 

  （66.7％） （33.3％）
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研究所 

7 2 
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5 

  （28.6％） （71.4％）

和光純薬 4 1 
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3 

  （25.0％） （75.0％）

 

合計 115 
13 施設 

（11.3％） 

102 施設

（88.7％）

※未記入（１施設）は集計より除外した 

 

表3：メーカー別の判定割合

表４：各試料の結果 

定性 試料41 

蛋白 施設数 回答率（％） 評価 

- 1 0.9 D 

± 4 3.5 B 

１+ 109 94.7 A 

２+ 1 0.9 B 

３+ 0 0.0  

４+ 0 0.0  

糖 施設数 回答率（％） 評価 

- 0 0.0 

± 4 3.4 B 

１+ 106 91.4 A 

２+ 5 4.3 B 

３+ 1 0.9 D 

４+ 0 0.0  

潜血 施設数 回答率（％） 評価 

- 0 0.0  

± 3 2.6 B 

１+ 84 73.0 A 

２+ 27 23.5 B 

３+ 1 0.9 D 

４+ 0 0.0  

定性 試料42 

蛋白 施設数 回答率（％） 評価 

- 0 0.0  

± 0 0.0 

１+ 1 0.9 B 

２+ 113 98.2 A 

３+ 1 0.9 B 

４+ 0 0.0  

糖 施設数 回答率（％） 評価 

- 0 0.0 

± 0 0.0  

１+ 1 0.9 D 

２+ 4 3.4 B 

３+ 102 87.9 A 

４+ 9 7.8 B 

潜血 施設数 回答率（％） 評価 

- 0 0.0  

± 0 0.0 

１+ 1 0.9 D 

２+ 5 4.3 B 

３+ 109 94.8 A 

４+ 0 0.0  

※未記入は集計より除外した 

 

表4：各試料の結果
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 各項目の目標値は、JCCLS尿検査標準化委員会の指
針に従い設定した。
 試料 41のA評価とB評価を含む正解率は、蛋白、糖、
潜血については 99.1％であった。全ての項目について、
１施設がD評価であった。A評価の正解率は蛋白94.7％、
糖 91.4％、潜血73.0％であり、概ね良好な結果が得られた。
 試料42のA評価とB評価を含む正解率は、蛋白が
100.0％、糖と潜血が99.1％であった。糖、潜血につい
て、１施設がD評価であった。A評価の正解率は蛋白
98.2％、糖87.9％、潜血94.8％であり、概ね良好な結果
が得られた。
2）半定量値
 半定量値は参考調査のため、結果のみ記載する（表５）。

２.便潜血検査（免疫学的便ヘモグロビン検査）
１）便定性結果
 試料43、試料44ともにA評価が100％であり、良好な
結果が得られた（表6）。

2）判定方法
 参加施設の判定方法は、目視判定が51施設（50.5％）、
機器判定が50施設（49.5％）であった（表７）。 

（１）目視判定
a）目視判定測定キット別採用頻度
 目視判定測定キット別採用頻度は、栄研化学のキット
を採用している施設が36施設（70.6％）、和光純薬工業の
キットを採用している施設が４施設（7.8％）、ミズホメ
ディーのキットを採用している施設が10施設（19.6％）、
その他が１施設（2.0％）であった（表８）。

（2）機器判定
a）機器判定測定原理別採用頻度
 測定原理別採用頻度は、ラテックス凝集比濁法が39施
設（78.0％）、金コロイド法が11施設（22.0％）であった
（表９）。

表５：半定量値による結果 

半定量値 試料41 

蛋白

（mg/dL） 
施設数 回答率（％） 

15 3 2.8 

30 103 96.3 

100 1 0.9 

糖（mg/dL） 施設数 回答率（％） 

50 2 1.8 

100 102 93.6 

250 4 3.7 

500 1 0.9 

潜血（mg/dL） 施設数 回答率（％） 

0.03 1 1.0 

0.05 3 2.9 

0.06 61 59.2 

0.10 17 16.5 

0.15 21 20.4 

半定量値 試料42 

蛋白（mg/dL） 施設数 回答率（％） 

50 1 0.9 

100 107 99.1 

糖（mg/dL） 施設数 回答率（％） 

100 1 0.9 

250 3 2.8 

500 96 88.0 

1000 9 8.3 

潜血（mg/dL） 施設数 回答率（％） 

0.10 1 1.0 

0.20 1 1.0 

0.50 4 3.9 

0.70 23 22.3 

0.75 60 58.2 

1.00 14 13.6 

※未記入は集計より除外した 

 

 

表5：半定量値による結果

表６：定性結果 

定性結果 
試料43 

施設数 割合（％） 評価 

（－） 0 0.0 

（＋） 101 100.0 A 

合計 101 100.0 

定性結果 
試料44 

施設数 割合（％） 評価 

（－） 0 0.0  

（＋） 101 100.0 A 

合計 101 100.0 

 

 

表７：判定方法 

方法 施設数 割合（％） 

目視判定 51 50.5 
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合計 101 100.0 
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メーカー 施設数 割合（％） 
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表8：目視判定 測定キット別採用頻度
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ｂ）測定機器別採用頻度
 測定機器別採用頻度は、栄研化学のOCセンサーシ
リーズを採用している施設が38施設（76.0％）、次いで
和光純薬を採用している施設が７施設（14.0％）、アル
フレッサファーマを採用している施設が４施設（8.0％）、
協和メデックスを採用している施設が１施設（2.0％）の
順であった（表10）。

c）測定機器別の結果
 測定機器別の測定結果およびカットオフ値を示す（表
11-1、表11-2）。定量値の報告単位には、実際の測定に
用いられる「便が希釈された溶液」１mL中のヘモグロビ
ン量を表す「ng/mL」と、便１g中のヘモグロビン量に
換算した「μg/g便」がある。定量値はng/mLで表記さ
れることが多いが、メーカーによって採便量と緩衝液量
との希釈率の差があるため、メーカー間のng/mLの値を
単純に比較することは困難である。そのため、メーカー
間の比較が可能となるμg/g便の値も併記した。μg/g便
表記では、ng/mL表記よりも希釈率の影響を受けないた
め比較的収束した結果となる。

表６：定性結果 

定性結果 
試料43 

施設数 割合（％） 評価 

（－） 0 0.0 

（＋） 101 100.0 A 

合計 101 100.0 

定性結果 
試料44 

施設数 割合（％） 評価 

（－） 0 0.0  

（＋） 101 100.0 A 

合計 101 100.0 

 

 

表７：判定方法 

方法 施設数 割合（％） 

目視判定 51 50.5 

機器判定 50 49.5 

合計 101 100.0 

 

表８：目視判定 測定キット別採用頻度 

メーカー 施設数 割合（％） 

栄研化学 36 70.6 

和光純薬 4 7.8 

ミズホメディー 10 19.6 

その他 1 2.0 

合計 51 100.0 

 

表９：機器判定 測定原理別採用頻度 

方法 施設数 割合（％） 

ラテックス凝集比濁法 39 78.0 

金コロイド法 11 22.0 

合計 50 100.0 

 

表9：機器判定 測定原理別採用頻度

表10：測定機器別採用頻度 

測定機器 施設数 割合（％） 

栄研化学 38 （76.0） 

OC センサーDIANA  16 32.0 

OC センサーio 13 26.0 

OC センサーPLEDIA 5 10.0 

OC センサーneo 2 4.0 

OC センサーμ 2 4.0 

和光製薬 7 （14.0） 

FOBITWAKO 6 12.0 

QuickRun 1 2.0 

アルフレッサファーマ 4 （8.0） 

ヘモテクト NS-PlusC,C15,C30  2 4.0 

ヘモテクト NS-Prime 2 4.0 

協和メデックス 1 （2.0） 

HM-JACK arc 1 2.0 

合計 50 100.0 

 

 

  

表10：測定機器別採用頻度
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表11-1：測定機器別の結果 

メーカー名 機器名 施設数 

試料43 試料44 カットオフ値 

定性
定量 

定性
定量 

ｎg/mL μg/g 便 
ｎg/mL μg/g 便 ｎg/mL μg/g 便 

栄研化学 

OC 

センサー

DIANA 

メーカー測定値 + 536.8 107.4 + 239.2 47.8 100.0 20.0 

16 

+ 495.0 99.0 + 256.0 51.2 99.0 19.8 

+ 401.0 80.2 + 203.0 40.6 100.0 20.0 

+ 502.0 100.4 + 227.0 45.4 99.99 20.0 

+ 475.4 95.08 + 232.8 46.56 130.0 26.0 

+ 502.0 100.4 + 259.0 51.8 99.0 19.8 

+ 461.5 92.3 + 240.7 48.14 150.0 30.0 

+ 485.0 97.0 + 241.0 48.2 70.0 14.0 

+ 467.0 93.0 + 236.0 47.0 100.0 20.0 

+ 508.0 101.6 + 242.0 48.4 100.0 20.0 

+ 465.0 93.0 + 219.0 43.8 50.0 10.0 

+ 469.0 93.8 + 230.0 46.0 150.0 30.0 

+ 471.0 94.2 + 258.0 51.6 150.0 30.0 

+ 422.0 84.4 + 230.0 46.0 100.0 20.0 

+ 523.3 104.66 + 254.0 50.8 100.0 20.0 

+ 465.0 93.0 + 214.4 42.88 100.0 20.0 

+ 513.0 102.6 + 272.0 54.4 99.99 20.0 

OC 

センサー

io 

メーカー測定値 + 554.0 110.8 + 224.8 45.0 100.0 20.0 

13 

+ 515.0 103.0 + 221.0 44.0 110.0 22.0 

+ 423.7 84.74 + 196.1 39.22 150.0 30.0 

+ 480.0 96.0 + 234.0 46.8 99.0 19.8 

+ 498.5 99.7 + 243.0 48.6 100.0 20.0 

+ 476.8 95.36 + 224.1 44.82 100.0 20.0 

+ 448.0 89.6 + 201.0 40.2 100.0 20.0 

+ 551.0 110.2 + 231.0 46.2 100.0 20.0 

+ 465.0 93.0 + 193.0 38.6 100.0 20.0 

+ 505.0 101.0 + 220.0 44.0 100.0 20.0 

+ 572.0 114.4 + 278.0 55.6 100.0 20.0 

+ 495.0 99.0 + 215.0 43.0 99.0 19.8 

+ 426.0 85.2 + 194.0 38.8 50.0 10.0 

+ 481.3 96.26 + 220.0 44.0 99.99 20.0 

※未記入は集計より除外した 

表11-1：測定機器別の結果
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表11-2：測定機器別の結果 

メーカー名 機器名 施設数 

試料43 試料44 カットオフ値 

定性
定量 

定性
定量 

ｎg/mL μg/g 便 
ｎg/mL μg/g 便 ｎg/mL μg/g 便 

栄研化学 

OC 

センサー 

PLEDIA 

メーカー測定値 + 503.6 100.7 + 254.6 50.9 100.0 20.0 

4 

+ 506.3 101.26 + 265.3 53.06 130.0 26.0 

+ 428.0 86.0 + 229.0 46.0 100.0 20.0 

+ 467.7 93.53 + 220.3 44.07 150.0 30.0 

+ 465.0 93.0 + 224.0 44.8 120.0 24.0 

OC 

センサー

neo 

メーカー測定値 + 523.9 104.8 + 230.3 46.1 100.0 20.0 

2 
+ 572.0 114.4 + 333.0 66.6 150.0 30.0 

+ 533.0 106.6 + 223.0 46.6 100.0 20.0 

OC 

センサー

μ 

メーカー測定値 + 553.6 110.7 + 231.7 46.3 100.0 20.0 

2 
+ 423.7 84.7 + 222.0 44.4 100.0 20.0 

+ 450.0 90.0 + 226.0 45.2 119.0 23.8 

和光製薬 
FOBIT 

WAKO 

メーカー測定値 + 332.0 83.0 + 168.0 42.0 100.0 25.0 

6 

+ 363.0 90.75 + 184.0 46.0 50.0 12.5 

+ 421.0 105.25 + 237.8 59.45 70.0 17.5 

+ 412.0 103.0 + 220.0 55.0 100.0 25.0 

+ 340.0 85.0 + 171.0 42.8 70.0 17.5 

+ 328.0 82.0 + 172.0 43.0 100.0 25.0 

+ 372.0 93.0 + 197.0 49.3 70.0 17.5 

アルフレッ

サファーマ 

ヘモテクト

NS-PlusC,

C15,C30 

メーカー測定値 + 388.8 77.8 + 194.6 38.9 100.0 20.0 

2 

+ 457.1 91.43 + 215.4 43.08 100.0 20.0 

+ 472.0 94.4 + 230.0 46.0 100.0 20.0 

ヘモテクト

NS-,Prime 

メーカー測定値 + 355.7 71.1 + 210.1 42.0 100.0 20.0 

2 
+ 340.0 68.0 + 193.0 38.6 100.0 20.0 

+ 392.0 78.4 + 220.0 44.0 75.0 15.0 

協和 

メデックス 

HM- 

JACK arc 

メーカー測定値 + 126.5 126.5 + 63.5 63.5 30.0 30.0 

1 + 123.8 123.8 + 66. 5 66.5 30.0 30.0 

※未記入は集計より除外した 
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 各施設からのμg/g便の値を基にした、平均値およ
び標準偏差（SD）について示す（表11-3）。試料43、44
のμg/g便単位での設定値はそれぞれ、100.0μg/g便、
50.0μg/g便である。参考として、昨年度（平成27年度）
の試料43、試料44のμg/g便単位での設定値、平均値お
よび標準偏差（SD）も提示する。

d）定量値の分布状況
 希釈率の影響を受けないμg/g便による定量値の回答
分布状況を示す（表12）。

e）カットオフ値
 機器判定を行っている施設のカットオフ値を示す（表
13）。カットオフ値はメーカー間で比較可能な単位（μg/
g便）表記で10.0～30.0μg/g便に設定されていた。

３.フォトサーベイ
 フォトサーベイは、尿沈渣成分８問、脳脊髄液１問、
寄生虫１問の合計10問を出題した。各設問の正解率（A
評価）を示す（表14）。各設問の正解率は89.8～100％、全
設問の平均正解率は95.8％であった。

Ⅶ.解説および考察
１.尿定性検査について
 尿定性検査は例年同様、精度管理調査用に作製された
メーカー作製の凍結乾燥尿を使用した。A評価とB評
価を含む正解率は99.1％～100.0％であった。D評価で
あった2施設のうち、１施設については、施設内での試
料の取り違えが判明した。尿試料は2つの試料を同時測
定することは必須では無く、冷蔵保存にて１週間であれ
ば試料成分は安定していることを参考情報として、当該
施設へご報告した。
 全体としては、JCCLS尿検査標準化委員会の指針に
ほとんどの施設が準拠しており、概ね良好な結果が得ら
れた。蛋白もしくは潜血を回答していない2施設につい
ては、今後の調査で可能な限り全ての項目に参加してい
ただきたい。
 潜血（1+）のA評価は、昨年度の83.5％に対して、本
年度は73.0％と低下した。潜血は、ここ数年同様の試料
を使用しているにもかかわらず、A評価率が大きく変わ

表11-3：μg/g 便の平均値と標準偏差（SD) 

H28 施設数 平均値（μg/g 便） 
標準偏差

（SD) 

試料43 

（100.0μg/g 便） 
48 95.35 9.98 

試料44 

（50.0μg/g 便） 
48 47.11 6.12 

 

（参考：H27） 施設数 平均値（μg/g便） 
標準偏差

（SD) 

試料43 

（100.0μg/g 便） 
44 88.87 11.79 

試料44 

（60.0μg/g 便） 
44 58.58 7.16 

※D 評価の１施設のデータを除いた値 

 

表12：定量値の分布状況 

試料43 試料44 

μg/g 便 施設数 割合：％ μg/g 便 施設数 割合：％

〜70.0 1 2.1 〜40.0 4 8.3 

〜80.0 1 2.1 〜45.0 16 33.3 

〜90.0 10 20.8 〜50.0 17 35.4 

〜100.0 21 43.7 〜55.0 7 14.6 

〜110.0 11 22.9 〜60.0 2 4.2 

〜120.0 3 6.3 〜65.0 0 0.0 

〜130.0 1 2.1 〜70.0 2 4.2 

合計 48 100.0 合計 48 100.0 

※未記入は集計より除外した 

 

表13：カットオフ値（μg/g 便） 

μg/g 便 施設数 割合（％） 

10～15 5 10.4 

～20 29 60.4 

～25 5 10.4 

～30 9 18.8 

合計 48 100.0 

※未記入は集計より除外した 

 

表14：評価結果 （％）  

 評価A（％） 評価C（％） 

設問1 100.0 0.0 

設問2 89.8 10.2 

設問3 95.4 4.6 

設問4 95.4 4.6 

設問5 99.1 0.9 

設問6 99.1 0.9 

設問7 97.2 2.8 

設問8 92.6 7.4 

設問9 91.0 9.0 

設問10 98.1 1.9 

平均正解率（％） 95.8 4.2 

 

写真１ 
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ることがある。メーカー毎の試薬特性の違いが原因とし
て考えられるが、今後も動向を観察する必要がある。
 昨年度は、目視判定で切り上げ法の判定法を行ってい
る施設が１施設あったが、本年度は近似値法が12施設、
切り捨て法が１施設であった。切り上げ法は過剰判定と
なりやすく、一般的には推奨していない。今後も研究班
活動を通じて周知を行いたい。
 半定量値による結果は、例年通り参考調査とした。
JCCLSでは半定量値による報告を推奨しているが、現
状ではメーカーの同一判定結果でありながら、半定量値
が異なる施設が数多くある。今後の精度管理調査では半
定量値の評価をメーカーおよび機器ごとに検討する必要
があると考える。

２.便潜血検査（免疫学的便ヘモグロビン検査）について
 便潜血検査の定性結果は、試料43、試料44、いずれも
目視判定、機器判定ともにA評価100％と非常に良好な
結果であった。
 便試料の測定日について、多くの施設が試料の到着当
日もしくは翌日までに便試料を測定していた。その割合
は93.1％（94/101施設）で、昨年度の84.7％（83/98施設）、
一昨年度の90.0％（90/100施設）よりも高くなった。各施
設の保存環境によっては、試料到着後も便試料内のヘモ
グロビンが変性する可能性もあるため、今後もできる限
り“試料到着日の測定”をお願いしたい。
 採便容器への採取方法については、昨年同様厳密に実
施し、各施設で測定を行っていただいた。本年度は、採
便容器への採便量について、手順書内に写真を挿入し、
標準化を図った。

 各施設からのμg/g便値を分析すると、試料43
（100.0μg/g便）の平均値は95.35μg/g便、標準偏
差（SD）は9.98、試料44（50.0μg/g便）の平均値は
47.11μg/g便、標準偏差（SD）は6.12であった。昨年度
の試料43（100.0μg/g便）の平均値は88.87μg/g便、標準
偏差（SD）は11.79であるため、昨年度よりもさらに、平
均値が目標値に近づき、また標準偏差（SD）も改善した。
改善した要因として、本年度は採取手技について手順書
内に写真を挿入した効果が考えられる。擬似便の採取方
法については標準化された手法が無いため、今後も調査
を通じて検討を行いたい。
 便潜血の結果報告は、希釈比率に影響されないμg/g

便が他メーカーと比較可能であるため、便ヘモグロビン
検査ではng/mLとμg/g便を併記することが望ましい。ま
た現在、機器判定のカットオフ値は統一化された見解が
存在しないため、スクリーニング検査（集団検診）と診断
検査（病院検査）など目的に応じ、臨床医とよく相談して
設定する必要がある。今後も正確な判定結果を得るため、
採取する検体量・攪拌・機器メンテナンスなどに注意し
業務にあたっていただきたい。なお免疫学的便ヘモグロ
ビン検査については、平成22年８月に愛知県臨床検査標
準化協議会より愛知県臨床検査標準化ガイドライン「免
疫学的便ヘモグロビン検査の手引書」が刊行されている
ため、参考にしていただきたい。
	
３.フォトサーベイについて
１）各設問の解説
設問１

写真A 無染色400倍

写真B 無染色400倍
 写真A、Bの赤血球形態を判定してください。

 １.A：非糸球体型赤血球 B：非糸球体型赤血球
 2.A：非糸球体型赤血球 B：糸球体型赤血球
 ３.A：糸球体型赤血球  B：非糸球体型赤血球
 ４.A：糸球体型赤血球  B：糸球体型赤血球

正解：３.A：糸球体型赤血球 B：非糸球体型赤血球
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標準偏差

（SD) 

試料43 

（100.0μg/g 便） 
44 88.87 11.79 

試料44 

（60.0μg/g 便） 
44 58.58 7.16 

※D 評価の１施設のデータを除いた値 

 

表12：定量値の分布状況 

試料43 試料44 

μg/g 便 施設数 割合：％ μg/g 便 施設数 割合：％

〜70.0 1 2.1 〜40.0 4 8.3 

〜80.0 1 2.1 〜45.0 16 33.3 

〜90.0 10 20.8 〜50.0 17 35.4 

〜100.0 21 43.7 〜55.0 7 14.6 

〜110.0 11 22.9 〜60.0 2 4.2 

〜120.0 3 6.3 〜65.0 0 0.0 

〜130.0 1 2.1 〜70.0 2 4.2 

合計 48 100.0 合計 48 100.0 

※未記入は集計より除外した 

 

表13：カットオフ値（μg/g 便） 

μg/g 便 施設数 割合（％） 

10～15 5 10.4 

～20 29 60.4 

～25 5 10.4 

～30 9 18.8 

合計 48 100.0 

※未記入は集計より除外した 

 

表14：評価結果 （％）  

 評価A（％） 評価C（％） 

設問1 100.0 0.0 

設問2 89.8 10.2 

設問3 95.4 4.6 

設問4 95.4 4.6 

設問5 99.1 0.9 

設問6 99.1 0.9 

設問7 97.2 2.8 

設問8 92.6 7.4 

設問9 91.0 9.0 

設問10 98.1 1.9 

平均正解率（％） 95.8 4.2 
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写真３ 
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3． 
Ａ：糸球体型赤血球 

108 100.0 A 
Ｂ：非糸球体型赤血球 

 

写真４ 

 

 

 

表１6：設問２集計表 【タイトル不要】 
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 写真Aは赤血球の大小不同があり、標的・ドーナツ状
不均一赤血球、コブ・ドーナツ状不均一赤血球など多彩
な赤血球が多数出現している糸球体型赤血球である。
 尿沈渣検査法2010本文中にある尿中赤血球形態の判定
基準（2010）において、糸球体型赤血球の分類では、糸球
体型赤血球の全ての形態に「不均一」といった表現があ
り、「不均一」である事が鑑別する上でポイントになる。
写真Aでは写真全体を見た時に赤血球の大きさや形態は
多彩で不均一である。また、赤血球一つ一つに着目した
場合、正常な赤血球と比べて、細胞の辺縁が不均一であ
るものや、ヘモグロビンの分布が不均一で穴が開いてい
るように見えるものが存在する。また、尿沈渣検査法
2010の尿中赤血球形態の判定基準（2010）にあるフォトを
見比べ、個々の赤血球の形態が非糸球体型と糸球体型の
どちらかに分類するかで鑑別する方法もある。写真Aで
は標的・ドーナツ状不均一赤血球、コブ・ドーナツ状不
均一赤血球などが出現しており、糸球体型赤血球が多数
出現していることから、全体の判定も糸球体型赤血球と
なる。
 写真Bは赤血球の大小があり、コブ状の赤血球、断片
状の赤血球が出現している非糸球体型赤血球である。非
糸球体型赤血球は「均一」であることが鑑別のポイント
となる。写真Bでは大きさと形態が正常な赤血球に比べ
ると変化しているように見えるが、それぞれの大きさの
赤血球を比べた際、似たような均一な形態である。また、
個々の赤血球形態は、細胞の辺縁がスムーズで均一、ヘ
モグロビンの分布も均一と、非糸球体型赤血球の形態を
示している。また、判定基準にあるシェーマと比較して
も写真Bでは典型・円盤状赤血球、萎縮・円盤状赤血球、
コブ・球状赤血球が出現しており、非糸球体型と鑑別で
きる。また、写真には断片状の赤血球が出現しているが、
これらはコブ部分が分離したものであり、赤血球として
カウントしない。

設問2

Ｓ染色400倍

 矢印で示す成分を判定してください。

 １.扁平上皮細胞
 2.尿路上皮細胞

 ３.大食細胞
 ４.尿細管上皮細胞
 ５.異型細胞（尿路上皮癌細胞疑い）

正解：	2.尿路上皮細胞

 写真の細胞は、集塊を形成し、細胞質辺縁構造は明瞭
で、一部角状を示している。全体的に細胞質に厚みを持
ち、核内構造は顆粒状で、小型の核小体を持っている。
これらの特徴から、深層型の尿路上皮細胞が考えられる。
	鑑別を要する細胞として、深層型の扁平上皮細胞と尿
細管上皮細胞がある。深層型の扁平上皮細胞は、細胞質
辺縁構造が曲線状となるため除外できる。また、尿細管
上皮細胞では細胞質表面構造が不規則な顆粒状で濃縮状
の核を偏在性に有するため除外できる。大食細胞は、写
真の細胞では細胞質辺縁構造が明瞭であり、細胞質内の
貪食所見が認められないことから除外できる。異型細胞
（尿路上皮癌細胞疑い）について、写真の細胞ではN/C比
が高いが、核の腫大や核クロマチンの増大を認めないこ
とから除外できる。

設問３

Ｓ染色400倍

 矢印で示す成分を判定してください。

 １.扁平上皮細胞
 2.尿路上皮細胞
 ３.大食細胞
 ４.尿細管上皮細胞
 ５.異型細胞（尿路上皮癌細胞疑い）

写真２ 

 

 

写真３ 
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 回答 施設数 割合（％） 評価

3． 
Ａ：糸球体型赤血球 

108 100.0 A 
Ｂ：非糸球体型赤血球 

 

写真４ 

 

 

 

表１6：設問２集計表 【タイトル不要】 

回答 施設数 割合（％） 評価 

2．尿路上皮細胞 97 89.8 A 

4．尿細管上皮細胞 1 0.9 C 

5．異型細胞 

 （尿路上皮癌細胞疑い） 
10 9.3 C 
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正解：４.尿細管上皮細胞

 写真の細胞は小型で、細胞辺縁構造は明瞭、細胞質構
造は均一な顆粒状を示し、濃縮状の核を有する角柱状尿
細管上皮細胞である。尿細管上皮は部位により機能が異
なり、また、細胞形態もより多彩を呈するので注意が必
要である。
 深層型の扁平上皮細胞や尿路上皮細胞でも、細胞辺縁
構造が明瞭である点で、角柱状の尿細管上皮細胞と鑑別
が困難になる場合が多いが、尿路上皮細胞は核小体が目
立つこと、扁平上皮細胞では細胞辺縁構造が曲線状にな
ることが多いため、鑑別が可能である。大食細胞は細胞
辺縁構造が不明瞭、細胞質内に貪食所見が認められな
いことで鑑別できる。写真の細胞は核の腫大を認めず、
N/C比も低いことから異型細胞（尿路上皮癌細胞疑い）も
除外される。

設問４

Ｓ染色400倍

 写真で示す成分を判定してください。

 １.硝子円柱
 2.上皮円柱
 ３.顆粒円柱
 ４.脂肪円柱
 ５.空胞変性円柱

正解：４.脂肪円柱

 写真の成分は、硝子円柱の基質内に脂肪顆粒を３個以
上と卵円形脂肪体を１個封入する脂肪円柱である。また、
尿細管上皮細胞が2個含まれているが、３個未満である
ため上皮円柱とはならない。
 脂肪円柱は基質内に同定可能な大きさの３個以上の脂
肪顆粒および卵円形脂肪体を１個以上含む円柱である。
卵円形脂肪体は多数の脂肪顆粒を含有する細胞のため、
円柱内に１個でも認められる場合は脂肪円柱に分類する。
 脂肪顆粒は大小不同で光沢のある円形の顆粒で、無染
色で茶褐色調から黄金色調を呈する。Ｓ染色では染まら
ず、SudanⅢ染色で橙赤色から赤色に染色される。脂肪
顆粒がコレステロールエステルやリン脂質の場合には偏
光顕微鏡下でMaltese　crossなどの偏光像を示す。脂肪
円柱はネフローゼ症候群などの高蛋白尿を伴う腎疾患で
高率に認められる。

設問５

Ｓ染色400倍

 写真に示す成分を判定してください。

 １.硝子円柱
 2.上皮円柱
 ３.顆粒円柱
 ４.脂肪円柱
 ５.空胞変性円柱

正解：５.空胞変性円柱

 写真の成分は、Ｓ染色で赤紫色に染色された円柱内に
大小の空胞を認める空胞変性円柱である。空胞変性円柱
は、円柱全体が空胞で満たされたものから、ろう様円柱
または顆粒円柱の一部が空胞化しているものまで様々で
ある。無染色では灰白色調を呈し、Ｓ染色では赤紫色や
青紫色系に染まり、空胞部分は染まらず抜けてみえる。
 空胞変性円柱は重症の糖尿病性腎症で高率にみられ、
高度の蛋白尿や腎機能低下を伴う症例が多く、背景に顆
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回答 施設数 割合（％） 評価 

1．硝子円柱 5 4.6 C 

4．脂肪円柱 103 95.4 A 
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4．赤血球円柱 107 99.1 A 
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表21：設問７集計表 【タイトル不要】 

回答 施設数 割合（％） 評価 

4．コレステロール結晶 3 2.8 C 

5．尿酸結晶 105 97.2 A 
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粒円柱やろう様円柱、フィブリン円柱を認めることがあ
る。

設問6

Ｓ染色400倍

 写真に示す成分を判定してください。

 １.硝子円柱
 2.顆粒円柱
 ３.脂肪円柱
 ４.赤血球円柱
 ５.空胞変性円柱

正解：４.赤血球円柱

 写真の成分は、円柱の基質内に多数の赤血球が認めら
れる赤血球円柱である。赤血球円柱は基質内に赤血球を
３個以上含む円柱で、背景に糸球体型赤血球を認める場
合が多い。円柱内の赤血球は通常みられるヘモグロビン
を含有した円盤状や球状を示すこともあるが、多くは脱
ヘモグロビン状を示す。無染色では淡黄色調を呈し、Ｓ
染色では通常の赤血球は染色性が不良であるが、脱ヘモ
グロビン状の赤血球は赤紫色調に染色される。
 赤血球円柱はネフロンにおける出血を意味する重要な
成分でありIgA腎症、紫斑病性腎炎、糸球体腎炎、膜性
増殖性腎炎、ループス腎炎、ANCA関連腎炎などの腎
性出血を伴う腎疾患で認められる。

設問７

無染色400倍

 尿定性 pH5.5 塩酸、酢酸で溶解不溶、加温、水酸
化カリウムで溶解であった。
 矢印で示す結晶を判定してください。

 １.炭酸カルシウム結晶
 2.リン酸カルシウム結晶
 ３.リン酸アンモニウム・マグネシウム結晶
 ４.コレステロール結晶
 ５.尿酸結晶

正解：５.尿酸結晶

 写真の成分は、菱形状の尿酸結晶である。色調は淡黄
色調を示している。尿酸結晶は無色から黄褐色で、砥石
状、束柱状など様々な形状を示すことがある。酸性尿に
認め、加温や水酸化カリウムによって溶解する。尿酸結
晶における加温での溶解態度は、尿沈渣検査法2010に準
じた。
 炭酸カルシウム結晶とリン酸アンモニウム・マグネシ
ウム結晶は中性～アルカリ性の尿で出現するため、除外
される。また、リン酸カルシウムは結晶の色調が無色～
灰白色で、形状が板状、針状、柱状をなすため、除外さ
れる。コレステロール結晶は正方形の板状を示すことが
あるが、色調は無色で、塩酸、酢酸、水酸化カリウム、
加温のいずれでも溶解しないことで鑑別が可能である。

写真６ 
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設問８

写真A 無染色400倍

写真B Ｓ染色400倍

 61歳 男性 血尿を主訴に受診 尿定性 蛋白（－）、
糖（－）、潜血（3+）であった。
 矢印で示す成分を判定してください。

 １.扁平上皮細胞
 2.尿路上皮細胞
 ３.大食細胞
 ４.尿細管上皮細胞
 ５.異型細胞（尿路上皮癌細胞疑い）

正解：５.異型細胞（尿路上皮癌細胞疑い）

 写真には、多数の赤血球を背景に、核が増大した大型
の細胞を認める。細胞形態は類円形で、背景の赤血球
（約７～８μm）と比較すると20μm以上の大きさがあり、
核は腫大しN/C比は高い。核の偏在傾向も強く、核クロ
マチンの軽度の増量を認める。核縁や核型は不整で不均
等肥厚を有し、核小体の肥大や数の増加など、正常とは
著しく異なる所見が多く認められることから、異型細胞
（尿路上皮癌細胞疑い）といえる。

 扁平上皮細胞や尿路上皮細胞では、写真の細胞のよう
な核の濃染、核縁や核型の不整、N/Cの増大等、複数の
異型を認めないため、除外される。また細胞が大型化し
ている点で大食細胞の可能性を考慮するが、核が濃染し
ている点、細胞質辺縁境界も明瞭である点、貪食所見が
認められない点で大食細胞は除外される。尿細管上皮細
胞では、写真の細胞のような細胞質の厚みや、核の腫大
等の異型は認められないため、除外される。
 異型細胞の判定は、無染色では細胞構造、核内構造が
明確でないことが多いため、Ｓ染色を実施して細胞所見
を観察し、総合的に悪性度の判定を行うことが強く望ま
れる。
 尿路上皮癌は50～60歳代に、男女比では圧倒的に男性
が多く、無症候性の血尿であることが多い。よって高年
齢、男性、血尿の場合は、異型細胞が存在していないか
注意する必要がある。

設問９

サムソン染色400倍

 髄液中に見られた成分です。
 単核球と多形核球を数えてください。

 １.単核球：多形核球＝0：５
 2.単核球：多形核球＝１：４
 ３.単核球：多形核球＝2：３
 ４.単核球：多形核球＝３：2
 ５.単核球：多形核球＝４：１
 6.単核球：多形核球＝５：0 

正解：５.単核球：多形核球＝４：１

 写真の中には５つの白血球が見られる。写真右中央に
ある細胞は細胞の形状が不整形で、核が分葉状を示し細
胞質の染色性は弱く、背景と同程度の色調をしている。

写真10 

 

 

写真11 

 

 

 

表22：設問８集計表 【タイトル不要】 

回答 施設数 割合（％） 評価 

2．尿路上皮細胞 3 2.8 C 

3．大食細胞 4 3.7 C 

4．尿細管上皮細胞 1 0.9 C 

5．異型細胞 

 （尿路上皮癌細胞疑い） 
100 92.6 A 
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表23：設問９集計表 【タイトル不要】 

回答 施設数 割合（％） 評価 

2．単核球：多形核球＝1：4 1 1.0 C 

3．単核球：多形核球＝3：2 8 8.0 C 

5．単核球：多形核球＝4：1 91 91.0 A 

※未記入8 施設 
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表24：設問10 集計表 【タイトル不要】 

回答 施設数 割合（％） 評価 

3．回虫卵（受精卵） 103 98.1 A 

4．回虫卵（未受精卵） 2 1.9 C 

※未記入3 施設 
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また、核も分葉しており、多形核球である。他の細胞は、
核が円形で細胞質の形状も円形で小さく、染色性はサム
ソン液に淡く染まり薄いピンク色をしているため単核球
である。
 この写真では多形核球の分葉核は確認できるが、多形
核球は見る角度によっては核が重なり合い単核球様に見
えることがあるので注意が必要である。多形核球と単核
球の鑑別は、細胞質の形状と染色性によって判断する必
要がある。

設問10

 糞便検査にて見られた成分です。
 MGL法 無染色400倍 写真で示す虫卵（長径　約
60μm 短径　約40μm）を同定してください。

 １.鉤虫卵 
 2.鞭虫卵 
 ３.回虫卵（受精卵） 
 ４.回虫卵（不受精卵）
 ５.日本海裂頭条虫卵

正解：３.回虫卵（受精卵） 

 写真の虫卵は、1個の卵細胞を認め、卵殻は厚い蛋白
膜に覆われている回虫卵（受精卵）である。
 回虫卵には受精卵と不受精卵があり両者は形が異な
る。両者の鑑別点は、受精卵は長径50～70μm、短径40
～60μmで最外層には金平糖のような凸凹した蛋白膜が
あり、内容の卵細胞は均一の単細胞である。一方、不受
精卵は長径63～98μm、短径40～60μmで、形は不定で受
精卵よりも大きい。受精卵と比較して、外縁が細長いも
のや左右非対称のものが多く、蛋白膜は受精卵に比べ発
育が悪く薄い。また、卵細胞が大小不同の油滴状顆粒状
を示し、卵殻も薄く変形、卵殻の蛋白膜が不規則性にな
ることが多い。

 回虫卵の診断には糞便検査が良いとされている。回虫
の雌は１日に約20万個もの虫卵を産卵するため、直接塗
抹法で十分検出可能である。ただし、未成熟な雌虫や雄
虫のみの寄生の場合は虫卵が認められない。人への感染
は幼虫形成卵を経口摂取することで感染が成立する。糞
便と共に受精卵が外界に出て、適当な温度下にて発育し
2～3週間で幼虫形成卵となるため、不受精卵や排便直後
の未発育な受精卵を経口摂取しても感染しない。
 鉤虫卵は長径55～75μm、短径35～42μmであり、卵内
容は４～８個の細胞を有する。鞭虫卵は長径50～54μm、
短径22～23μmで、褐色で厚い卵殻を有し、両端に半透
明の卵栓がある岐阜提灯様といわれる特異な形をしてい
る。日本海裂頭条虫卵は長径が60～70μm、短径が40～
50μmで、一端に卵蓋を有し、虫卵内は１個の卵細胞と
多数の卵黄細胞からなる。他の選択肢については、以上
の所見から、虫卵の大きさと卵内容とで除外が可能とな
る。
 愛知県臨床検査標準化協議会では、寄生虫についての
リーフレットを発行している。各施設で利用いただけれ
ば幸いである。
2）本年度の結果について
 本年度のフォトサーベイは、平均正解率が95.8％と昨
年の96.0％とほぼ同程度であった。設問については、設
問2のA評価率が89.8％と最も低かった。全体としては、
A評価率が89.8～100.0％と良好な結果であった。しか
しながら、例年と比較するとA評価が100.0％である設
問がほとんど見受けられず、全体として各施設の形態学
的な力量が低下している可能性が示唆された。各施設に
積極的な研修会・勉強会への参加を促すことが必要と考
える。フォトサーベイは、来年度以降も「尿沈渣検査法
2010」および「髄液検査技術教本」の分類基準に従い回
答していただく予定である。

Ⅷ.まとめ
 本年度の一般検査部門の参加施設数は、昨年度と比べ
ほぼ同程度であった。
 尿定性検査と便潜血検査は良好な結果が得られた。
フォトサーベイについても、ほぼ同程度の結果であった
が、設問によってはA評価が低い設問（89.8％）を認めた
ため、今後も研究班活動を通じて啓発が必要と考える。
形態学的鑑別は臨床診断に非常に有用であるため、各施
設での検査技術・知識の向上を目指していただきたい。
 本調査は、単なる外部精度管理調査ではなく、愛知県
下における一般検査の精度向上をサポートする機会とし
て捉えている。本年度は尿定性検査と便潜血検査でD評
価が１つ以上、フォトサーベイでC評価が３つ以上あっ
た6施設を結果検討会への招聘対象とした。３施設の参
加であったが、精度管理に関する質疑など有意義な情報
交換の機会となった。今後も結果検討会、精度管理報告
会や基幹施設・研究班による改善支援を通して、施設間
差是正や各施設の精度保証に繋げていただきたい。
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表22：設問８集計表 【タイトル不要】 

回答 施設数 割合（％） 評価 

2．尿路上皮細胞 3 2.8 C 

3．大食細胞 4 3.7 C 

4．尿細管上皮細胞 1 0.9 C 

5．異型細胞 

 （尿路上皮癌細胞疑い） 
100 92.6 A 
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表23：設問９集計表 【タイトル不要】 

回答 施設数 割合（％） 評価 

2．単核球：多形核球＝1：4 1 1.0 C 

3．単核球：多形核球＝3：2 8 8.0 C 

5．単核球：多形核球＝4：1 91 91.0 A 

※未記入8 施設 
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表24：設問10 集計表 【タイトル不要】 

回答 施設数 割合（％） 評価 

3．回虫卵（受精卵） 103 98.1 A 

4．回虫卵（未受精卵） 2 1.9 C 

※未記入3 施設 
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Ⅸ.実務担当者
○浅井 千春（社会医療法人宏潤会 大同病院）
○望月 里恵（社会医療法人明陽会 成田記念病院）
○鈴木 康太（JA愛知厚生連 豊田厚生病院）
○平田 弘美（特定医療法人衆済会 増子記念病院）
○永井 君子（豊川市民病院）
○伊藤 康生（JA愛知厚生連 江南厚生病院）
○平田 基裕（医療法人 青山病院）
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